
地震に対しては

風水害・津波に対しては

家族への連絡方法を確認

家具は固定するだけでなく、
寝室などの部屋の入口付近
に大きな家具を置かないな
ど、配置にも工夫しましょう。

　災害発生時にはまず身を守り、危険が迫っている
場合は適切に避難しましょう。

　「家屋の耐震対策」、「部屋の中の安全
対策」が基本です。
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「いつ起こってもおかしくない」といわれる大規模
地震。夏にかけて発生が心配される、台風やゲリラ
豪雨による風水害。こうした災害が発生した場合、
あなたは自身や家族の命をどう守りますか。また、
お住まいの地域内でどう助け合いますか。
今回の特集では、災害から命を守るために必要な
自助、共助とそれを支える市の取り組みについて
紹介します。

　自宅・職場・学校の浸水予測、土砂災害の危険箇所、
避難所の場所などを「防災マップ」（平成17年3月に全戸
配布）で確認しておきましょう。

　また、津波の発生を想定し、どう避難すればよいかを
「津波避難マップ」（平成27年3月に全戸配布）で確認して
おきましょう。（詳しくは、6・7ページをご覧ください）

　避難場所や避難経路、ＮＴＴの災害用伝言ダイヤル
「171」（※）を利用した家族との連絡方法などについて
確認しておきましょう。
　また、非常持ち出し品や水・食料などの備蓄品を準備
しておきましょう。

危機管理室（市
役所６階）やお
近くの地区市民センターにあ
ります。または上記のQRコー
ドからご覧いただけます。

※災害用伝言ダイヤル「171」 体験利用のご案内
●毎月1日、15日 （0:00～24:00）
●正月三が日 （1月1日0:00～3日24:00）
●防災週間 （8月30日9:00～9月5日17:00）
●防災とボランティア週間 （1月15日9:00～21日17:00）

「いつ起こってもおかしくない」といわれる大規模
地震。夏にかけて発生が心配される、台風やゲリラ
豪雨による風水害。こうした災害が発生した場合、
あなたは自身や家族の命をどう守りますか。また、

今回の特集では、災害から命を守るために必要な
自助、共助とそれを支える市の取り組みについて

危機管理室
小垣内大介
こがいと
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備蓄品は最低一週間分を

両手が使えるリュックタイプ
がお薦めです。避難の妨げ

にならないようコン
パクトにまとめま
しょう。

　自宅から移動するときに、まず持ち
出す最小限の必需品です。さまざまな
商品が市販されおり、すでに準備した
人も多いかもしれませんが、人によって
必要となるものは変わってきます。自
分や家族にとって本当に必要なものを
準備してください。

非常持ち出し品

避難時は、何よりも飲料水が
必要になると考えられます。
また、生活用水（雑用水）は
浴槽一杯分を確保しましょ
う。風呂の水を次に入るまで
抜かずにとっておくのも一
つの方法です。

　水や食料は最低一週間分を準備しておきましょう。他
にも、毛布、衣類、洗面用具、カセットコンロ、食器類、筆
記用具、裁縫セットなどの生活用品にも留意しましょう。
　保存期限、使用期限のあるものは定期的にチェック
し、入れ替えを行いましょう。

一般的な持ち出し品（例）

人によって必要となるもの（例）

タオル 懐中電灯 ラジオ 軍手

ロープ

簡易トイレ

スリッパ ホイッスル（笛）

ウエット
ティッシュ

カイロ

常備薬
持病薬 紙おむつ 哺乳瓶

粉ミルク生理用品予備のメガネ 入れ歯

アルファ米

クラッカー

水 アルミ
ブランケット レインコート

　あなたは自分の地域特性をご存じですか。
　過去に地震や風水害の被害を受けたことがあるか、実際

に災害が起きたときにどんな被害が想定されるか、どのようなルートで避難すればよいかなど、地域を知っておくこと
はとても大切なことです。

　地域を見て歩きながら、災害が起こったと
きに危険な場所や役に立つ施設などを調べ
ることで、今まで気付かなかった地域の問題
点や特徴を発見することができます。
　こうして問題意識を共有することは、地域
の防災力の向上につながります。

　災害時には地域での助け合いが大きな役割を果たしま
す。普段から地域のつながりを大切にし、助け、助けられる
環境を作りましょう。

防災の視点から地域を見て歩く「タウンウオッチング」 タウンウオッチングの後に地域で
防災マップを作成するのも効果
的です。
市では、タウンウオッチングの開
催を支援しています。詳しくは、
危機管理室までお問い合わせく
ださい。（☎354-8119）

自分の地域のことを知ろう
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　日ごろの防災、災害時の減災のためには、地域での助け合いが不可欠です。市では、そうした共助を支える人材を
育成するため、以下の取り組みを行っています。

　講義のほか、水防訓練やワーク
ショップ形式の体験型の講座を開催。
修了生を対象とした、地域の防災活動
に継続的に取り組んでいただくため
のステップアップ講座もあります。

防災大学・ステップアップ講座
　地域の防災・減災活動に女性
の視点がなぜ大切かを学び、修
了後は地域の活動に積極的に
参加していただくことを目的と
しています。

防災・減災 女性セミナー
　子どもと保護者を対象に、ワーク
ショップや地震体験、施設見学など
を行います。
　防災の知識や日ごろの備えにつ
いて、親子で楽しみながら学びます。

ファミリー防災講座

共助を支える人材の育成

清水剛さん
たけし

　「大きな地震は必ず来る」という危機感を持つこと
ができました。地域の人と話をするときは、そのことを
伝え、本気で取り組んでもらえるよう心掛けています。
講座では成果を発表する場もあり、人に伝える際の勉
強になりました。

長澤里香さん

　女性なら普通に考え付くことでも、男性は気付かな
いことがありますが、話せば理解してもらえます。女性
の権利だけを主張するのではなく、同じ立場で防災・
減災について意見が言い合える、そんな地域にしてい
きたいですね。

早川由紀子さん

　学んだ内容を広く地域に伝え、男性・女性・
子どもも含めて地域全体で防災・減災に取り
組んでいきたいと考えています。今後は、地
域の訓練にＨＵＧ（避難所運営ゲーム）を取り
入れるなど提案していきたいですね。

渡邉晴美さん

　災害に備えるのは難しいことでは
なく、誰でもできることがたくさんあ
ります。私は、外出時に、巾着袋に歯

ブラシ・マスク・常備薬・笛・衛生用品・アルミブランケット・ウエッ
トティッシュなどを入れて持ち歩いたりしています。こうした
ちょっとしたことから興味を持ってもらえたらうれしいですね。

とも こ

ゆう ま ひろ は
山村智子さん（右）
悠真さん（中）洸葉さん（左）

　講座では、いざというときに柔軟に動く
ことができるのは子どもだという話が印象
的でした。ワークショップや自衛隊の施設
見学での資機材体験など、子どもたちも
楽しく学べたようです。親子で防災につい
てどうするか話し合うこともできました。

受講者の声

防災大学と女性セミナーを受講

ファミリー防災講座を受講

防災大学と
女性セミナーを受講

防災大学と
ステップアップ講座を受講

防災大学と
女性セミナーを受講
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「防災行政無線」の更新・増設を進めています

※この他に、国の全国瞬時警報システム（J-ALERT）による緊急情報が鳴る場合があります
国民保護関係情報：国民保護サイレン（ウィーン）＋音声放送【繰り返し3回】
緊急地震速報：緊急地震速報チャイム（チャランラン・チャランラン）＋音声放送【繰り返し3回】

　災害時に幅広く避難・災害情報を発信する防災行政無線をデジタル化して
更新するとともに、スピーカーを67カ所から117カ所に増設しています。

「防災メール」の登録をお願いします

●メールでお届けする情報

　気象警報や地震、津波、避難情報などを携帯電話やパソコンにメールでお届けして
います。まだ登録されていない人は、この機会にぜひ、ご登録ください。

自動電話応答で、音声放送の内容を確認することができます。
うまく聞き取れなかった場合にご利用ください。

サイレンの鳴り方が変わりました

大津波警報 【繰り返し3回】

　地震や火災など災害の種類によって8パターンあった鳴り方を4パターン
に見直し、何を知らせるサイレンであるかを分かりやすくしました。

津波警報 【繰り返し3回】

避難信号
(勧告・指示)

【1回】

問い合わせ先：☎３５１-４００４

3秒 2秒休 3秒 2秒休 3秒 音声放送

火災信号 【1回】5秒 6秒休 5秒 6秒休 5秒 6秒休 5秒

5秒 6秒休 5秒 6秒休 5秒 音声放送

60秒 5秒休 60秒 60秒5秒休 音声放送

気象警報

地震情報

津波情報

避難情報

徘徊高齢者等情報

防犯（安全・安心）情報

カメラ機能付き携帯電話で右のＱＲ
コードを読み取り、サイトに接続後、
手順に従って登録をしてください。
または下記アドレスに空メールを
送ってください。
　　t-yokkaichi-city@sg-m.jp

市民の皆さんに情報を届けるために

地区によっては、火災発生時に火災信号を鳴らすところがあります
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これまでの
被害の歴史を
掲載しました

　四日市市が定期的に地震や
津波の被害に遭っていることが
分かりますね。
　1944年の昭和東南海地震か
らすでに70年以上が経過してい
ます。地震はいつ起こってもお
かしくない状況だということを理
解してください。

もうご覧になりましたか？

147年後

90年後

70年後

津波避難マップ
　発生が危惧されている南海トラフ巨大地震に伴う津波
避難対策の一助にしていただくため、津波避難マップを作
成し、今年3月、市内全戸に配布しました。
　マップの特徴を抜粋してご紹介します。（※実際のマップ
を縮小して転載していますので、お手元のマップと照らし合わせ
て、ご確認ください）

「想定を知る」「避難を考える」など、避難行動
を考える際のポイントを分かりやすく掲載し
てあります。発災時の避難や平常時の備え
について、家族や地域で考えてみましょう。

宝永地震（1707年）

安政東海地震（1854年）

昭和東南海地震（1944年）
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誰もが分かりやすいように、津波
避難目標ラインを赤で、浸水想
定ラインを紫で表示しています。

津波避難ビル（赤い丸に数字）や、
指定避難所の場所を示していま
す。津波災害時に使用できない指
定避難所にはマークの上に×が
してあります。

　この他にも、一人ひとりが避難行
動を考え、避難場所や緊急時の連絡
方法などを記入できるよう工夫して
います。
　また、マップ上では、1円玉で距離
を、10円玉で避難に必要なおよその
時間を測定できるようにしてありま
す。実際に自宅や職場から避難場所
まで、どのぐらいの距離があり、どのぐ
らい時間がかかかるのか確認してお
きましょう。

77広報広聴課　　354-8244  FAX 354-3974
●この特集についてのお問い合わせ・ご意見は 危機管理室　　354-8119  FAX 350-3022
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